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2006 年 10 月 11 日 
2006-168 

 
インテル® vPro™ テクノロジーにいち早く対応した 

統合システム運用管理ソフトウェア「JP1」を販売開始 
インテル® AMT2.0を活用したPC資産のリモート管理機能強化により、 

更なるTCO削減やセキュリティレベルの向上を図り、先進のITコンプライアンス実現を支援 

 

日立製作所 情報・通信グループ(グループ長&CEO:篠本 学／以下、日立)は、このたび、ビジネス PC 向

けの新プラットフォーム・ブランドであるインテル® vPro™ テクノロジーに対応した統合システム運用管理ソフト

ウェア「JP1」を 10 月 12 日から販売開始します。 

インテル® vPro™ テクノロジーは、デスクトップ PC の管理コスト低減や、セキュリティ機能の向上、優れた電

力効率を実現する新プラットフォーム・ブランドであり、リモートからの PC 管理技術であるインテル® アクティ

ブ・マネージメント・テクノロジー（以下、インテル® AMT）(*1)を特長のひとつとしています。 

今回のインテル® AMT2.0 に対応した「JP1」の IT コンプライアンス製品適用により、電源や OS の状態に影

響されない PC 資産のリモート管理が可能となり、更なる TCO 削減やセキュリティレベルの向上が図れます。 
 *1：電源や OS の状態に依存せず、システム管理者がリモートからネットワーク経由で PC の管理を実現する技術。 

インテル® アクティブ・マネージメント・テクノロジーを利用するには、インテル® AMT に対応したインテル® チップセット、 

ネットワーク・ハードウェア、ソフトウェアを搭載したプラットフォームが必要です。 

システムは電源コンセントおよび LAN に接続されていることが必要です。 

 

 今日の情報システムでは、サーバや PC の利用台数が急激に増加し、IT 資産の管理やセキュリティ確保の

ための管理コストの増大が大きな問題となっています。情報システム部門ではハードウェア、ソフトウェアなど

の資産情報を網羅的に収集し、セキュリティ脆弱性の検出や最新パッチの適用状況を把握するために、ネッ

トワークを経由したリモートからの一元的な管理を推進しています。一方、電源投入される頻度の低い遊休

PC資産などについてはネットワーク経由での情報収集や状況把握が難しく、情報システム部門にとって管理

上の負担となっていたほか、システムのセキュリティレベル均一化の面でも課題となっていた状況です。 

 

日立はこれまで、インテル社との 20 年以上に及ぶ協業を通じ、PC、および PC サーバやブレードサーバな

ど各種ハードウェアへの Intel CPU 搭載をはじめ、近年はインテル社の各種技術との連携によるサーバ仮想

化機構の開発、高速チップセット開発など、高信頼で先進の製品・技術を市場へ提供してきました。 

また、「JP１」については、システム運用管理分野における、柔軟かつ効率的な IT 資産の管理、及びセキュ

リティ管理などのほか、各種の運用管理機能で市場における高い評価を得ています。 

今後さらに高まるシステム TCO 削減、セキュリティレベル向上などのニーズに対し、インテル® vPro™ テク

ノロジーにいち早く対応した「JP1」を提供することにより、先進の IT コンプライアンス実現を支援します。 

 

■新製品の主な特長 

（１）機器の電源や OS の状態に依存しない網羅的な資産管理・ソフトウェア配布を実現し、管理負担を軽減 

今回インテル® AMT2.0対応の製品として提供する「JP1/NETM/DM」では、システム管理者がリモートか

ら管理対象 PC の電源を ON に出来るだけでなく、スタンバイ状態や休止状態を解除した上での管理情報

の収集やセキュリティパッチなどのソフトウェア配布も可能になりました。これにより、資産管理の網羅性を

向上させ、管理者負担を軽減します。 

 

 

（２）セキュリティ脆弱性のある PC をネットワークから自動的に遮断し、セキュリティレベルの向上を支援 

インテル® AMT2.0 のネットワーク接続制御機能との連携により、システム管理者によるリモートからの操

作で各 PC のネットワーク接続を制御することができるようになります。 



 2 

また、クライアント PC のセキュリティ対策状況をセキュリティポリシーに従って管理する既存製品

「JP1/NETM/Client Security Control」と、今回提供する「JP1/NETM/DM」との組み合せにより、従来の検

疫ネットワーク用の専用機器や管理ソフトウェアを使用せず、セキュリティポリシーに反する PC を社内ネット

ワークから自動的に遮断し、ウィルス感染や情報漏洩などのリスクを低減します。 

 

また、今回の「ＪＰ１」のインテル® vPro™ テクノロジー対応製品販売開始にあたり、インテル株式会社から 

以下のコメントを得ています。 

 

■インテル株式会社 代表取締役共同社長 吉田 和正氏 

   インテルは、日立が最新のインテル® vPro™ テクノロジーに対応した統合システム運用管理ソフトウェア

「JP1」の販売開始を正式に発表されたことを歓迎します。インテル® アクティブ・マネージメント・テクノロジ

ー（インテル® AMT）をサポートするインテル® vPro™ テクノロジーを搭載したデスクトップ PC と、国内トップ

クラスの導入実績を誇る「JP1」との組み合わせは、顧客のシステム運用管理におけるTCO削減及びセキュ

リティ性の向上に対する要望に強く応えるものと信じています。今後も日立から顧客のシステム運用管理環

境の改善に寄与する革新的な製品が提供されることを期待しています。 

 

なお、今後も日立は、インテル社をはじめとする各分野でのトップベンダとの連携を通じて、顧客のシステ

ム運用管理の改善に取り組んでいきます。 

 

■JP1 ホームページ： http://www.hitachi.co.jp/jp1/ 

 

■主な新製品と価格・出荷時期 

  ＊対象ＯＳは Windows® 2000、Windows® XP、Windows Server™ 2003 です。 

 

■商品名称等に関する表示 
・Intel、インテルおよび vPro は、アメリカ合衆国およびその他の国における Intel Corporation または     

その子会社の商標または登録商標です。 

 ・Windows は、米国およびその他の国における米国 Microsoft Corp.の登録商標です。 

 ・Windows Server は、米国およびその他の国における米国 Microsoft Corporation の商標です。 

 ・その他記載の会社名および製品名は、各社の商標もしくは登録商標です。 

 

■取扱事業部・照会先 
株式会社 日立製作所 情報・通信グループ ソフトウェア事業部 企画本部 計画部 【担当：黒須、立原】 

〒２４４－８５５５ 神奈川県横浜市戸塚区戸塚町５０３０番地 

電話：０４５―８６２―８７２４ (ダイヤルイン) 
 

以上 

製 品 名 概 要 価 格 出荷時期

JP1/NETM/DM Manager 
ソ フ ト ウ ェ ア 配 布 、 IT 資 産 情 報 の 管 理 、
クライア ント操作 ログの一元 的把握、及 び
クライアントのリモート操作を行う製品 

17 万 8,500 円 
（税抜：17 万円） 

12 月 28 日



------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
このニュースリリース記載の情報(製品価格、製品仕様、サービスの内容、発売日、 

お問い合わせ先、URL 等)は、発表日現在の情報です。予告なしに変更され、検索日と

情報が異なる可能性もありますので、あらかじめご了承ください。 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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